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【
電
炉
、
高
炉
に
と
っ

て
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
】

　
電
炉
法
は
、
異
形
棒
鋼

や
形
鋼
類
な
ど
コ
モ
デ
ィ

テ
ィ
ベ
ー
ス
の
鋼
材
を
供

給
す
る
だ
け
で
な
く
、
ス

ク
ラ
ッ
プ
リ
サ
イ
ク
ル
機

能
と
し
て
の
役
割
も
大
き

い
。
ス
ク
ラ
ッ
プ
業
者
と

の
連
携
で
製
品
の
廃
棄
か

ら
、
資
源
の
回
収
・
再
利

用
に
至
る
フ
ロ
ー
が
出
来

上
が
っ
て
い
る
。
一
方
、

高
炉
―
転
炉
法
も
、
溶
銑

に
対
し
て
最
大

2割
程
度

ま
で
ス
ク
ラ
ッ
プ
を
転
炉

に
投
入
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

　
通
常
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
価

格
は
溶
銑
価
格
を
上
回
っ

て
い
る
た
め
、
転
炉
で
外

部
ス
ク
ラ
ッ
プ
を
積
極
的

に
利
用
す
る
こ
と
は
な
い

が
、
鉄
鉱
石
や
石
炭
の
需

給
ひ
っ
迫
で
溶
銑
コ
ス
ト

が
上
昇
し
た
局
面
や
、
鉄

鋼
需
要
が
伸
長
し
て
粗
鋼

生
産
が
不
足
す
る
場
面
で

は
、
限
界
ま
で
ス
ク
ラ
ッ

プ
使
用
量
を
増
や
す
こ
と

も
あ
り
、
電
炉
メ
ー
カ
ー

だ
け
で
な
く
、
高
炉
メ
ー

カ
ー
に
と
っ
て
も
価
値
あ

る
資
源
と
い
え
る
。

　
日
本
国
内
の
鉄
鋼
製
品

の
蓄
積
量
は
約

13億
㌧
と

言
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は

国
民
生
活
の
維
持
に
必
要

な
社
会
資
本
で
あ
り
、
こ

の
蓄
積
量
の
中
か
ら
発
生

す
る
老
廃
ス
ク
ラ
ッ
プ
は

年
間

2

5

0

0―

3

0

0

0万
㌧
程
度
（
蓄
積
量
に

占
め
る
割
合
は

2％
前

後
）。高

炉
関
係
者
は
「
国

内
蓄
積
量
の

13億
㌧
は
い

つ
で
も
掘
り
出
せ
る
『
鉱

山
』
で
は
な
く
、
わ
れ
わ

れ
の
生
活
を
支
え
て
い
る

社
会
資
本
。『
鉱
山
』
と
し

て
の
能
力
は

3

0

0

0万

㌧
で
、
国
内
の
鋼
材
生
産

量
を
満
た
せ
る
量
で
は
な

い
」
と
指
摘
す
る
。
鋼
材

需
要
が
拡
大
す
る
東
ア
ジ

ア
を
中
心
と
し
た
新
興
国

で
は
、
日
本
な
ど
か
ら
の

輸
入
ス
ク
ラ
ッ
プ
が
重
要

な
鉄
鋼
原
料
と
な
っ
て
い

る
。

　
【
大
幅
に
増
加
す
る
世

界
鉄
鋼
需
要
】

　
経
済
発
展
の
グ
ロ
ー
バ

ル
化
に
伴
い
、
今
後
も
新

興
国
を
中
心
に
鋼
材
消
費

が
大
幅
に
増
え
る
と
み
ら

れ
、
鉄
鋼
原
料
も
一
層
重

要
に
な
る
。

2

0

5

0年

の
世
界
鉄
鋼
需
要
に
つ
い

て
、
地
球
環
境
産
業
技
術

研
究
機
構
（
Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
）

は
約

22億
㌧
を
、
国
際
エ

ネ
ル
ギ
ー
機
関（
Ｉ
Ｅ
Ａ
）

は
約

29億
㌧
を
そ
れ
ぞ
れ

予
測
。
世
界
鉄
鋼
協
会
の

14年
需
要
予
測（

15億
㌧
）

に
比
べ
て
、

50―

80％
増

加
す
る
と
い
う
見
通
し
を

出
し
た
。
た
だ
、

2

0

1

1年
で
の
世
界
の
ス
ク
ラ

ッ
プ
発
生
量
は

4億

9

2

0

0万
㌧
と
推
定
さ
れ
て

お
り
、
当
面
は
高
炉
―
転

炉
法
に
よ
る
天
然
資
源
ル

ー
ト
が
メ
ー
ン
サ
プ
ラ
イ

ヤ
ー
に
な
ら
ざ
る
を
得
な

い
。

　
【
需
要
家
の
動
き
と
、

日
本
鉄
鋼
連
盟
の
主
張
】

　
地
球
環
境
保
全
の
観
点

に
よ
る
資
源
節
約
、
地
球

環
境
保
全
ニ
ー
ズ
の
高
ま

り
を
受
け
て
、
製
造
業
や

建
設
業
な
ど
の
鉄
鋼
需
要

家
の
一
部
で
、
主
と
し
て

ス
ク
ラ
ッ
プ
を
鉄
源
と
し

て
利
用
す
る
電
炉
鋼
材
を

「
低
環
境
負
荷
素
材
」
と

し
て
、
転
炉
鋼
材
よ
り
も

優
先
的
に
調
達
す
る
動
き

が
近
年
出
て
き
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
動
き
に
対

し
て
、
日
本
鉄
鋼
連
盟
技

術
政
策
委
員
会
Ｌ
Ｃ
Ａ
検

討
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

の
小
野
透
主
査
（
新
日
鉄

住
金
技
術
総
括
部
上
席
主

幹
）
は
、「
ス
ク
ラ
ッ
プ
の

発
生
量
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

こ
れ
ま
で
転
炉
材
を
利
用

し
て
い
た
鋼
材
を
電
炉
材

に
切
り
替
え
た
場
合
、
電

炉
材
が
供
給
し
て
い
た
鋼

材
が
転
炉
材
に
置
き
換
わ

る
だ
け
。
も
し
経
済
性
を

無
視
し
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
輸

出
を
抑
制
し
て
、
国
内
で

の
消
費
を
増
や
し
た
場

合
、
国
内
で
の
出
銑
を
抑

制
す
る
こ
と
に
は
な
る

が
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
輸
入
量

が
減
っ
て
し
ま
う
新
興
国

で
は
日
本
よ
り
も
効
率
の

劣
る
高
炉
に
よ
っ
て
不
足

分
を
補
う
こ
と
に
な
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
に
は
意
味
が

な
い
ど
こ
ろ
か
む
し
ろ
環

境
負
荷
を
上
昇
さ
せ
る
こ

と
に
な
る
」と
解
説
す
る
。

　
ま
た
、
小
野
主
査
は
、

「
現
在
利
用
さ
れ
て
い
る

ス
ク
ラ
ッ
プ
は
も
と
も
と

高
炉
溶
銑
由
来
で
あ
り
、

高
炉
―
転
炉
と
電
炉
が
両

方
あ
っ
て
、
鉄
鋼
循
環
プ

ロ
セ
ス
を
形
成
し
て
い

る
。『
高
炉
―
転
炉
法
は
天

然
資
源
ル
ー
ト
』、『

電
炉

法
は
ス
ク
ラ
ッ
プ
ル
ー

ト
』
と
区
分
け
す
る
の
で

は
な
く
、
高
炉
―
転
炉
法

と
電
炉
法
を

1つ
の
鉄
鋼

生
産
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
扱

う
べ
き
」
と
指
摘
。
天
然

資
源
削
減
、省
Ｃ
Ｏ

2対
策

に
関
し
て
は
、「
転
炉
材
を

電
炉
材
に
置
き
換
え
る
こ

と
で
は
な
く
、
高
炉
メ
ー

カ
ー
、
電
炉
メ
ー
カ
ー
が

そ
れ
ぞ
れ
生
産
効
率
を
高

め
る
と
と
も
に
、
高
張
力

鋼
板
の
利
用
拡
大
に
よ
る

車
体
軽
量
化
な
ど
、
鉄
鋼

製
品
の
機
能
を
高
め
る
こ

と
で
実
現
し
て
い
く
べ
き

だ
」
と
主
張
す
る
。

　
高
炉
材
と
転
炉
材
の
環

境
負
荷
に
関
す
る
需
要
家

の
認
識
は
、「
ス
ク
ラ
ッ
プ

の
環
境
価
値
を
正
し
く
評

価
し
て
い
な
い
か
ら
」（
小

野
主
査
）。多

く
の
国
内
外

企
業
が
採
用
し
て
い
る

「
Ｇ
Ｈ
Ｇ
プ
ロ
ト
コ
ル
」

（
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量

算
定
お
よ
び
報
告
に
関
す

る
基
準
）
で
も
、
製
品
が

寿
命
を
終
え
た
後
の
素
材

の
リ
サ
イ
ク
ル
効
果
は
反

映
さ
れ
て
い
な
い
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
日
本

鉄
鋼
連
盟
は
、
ス
ク
ラ
ッ

プ
の
天
然
資
源
代
替
効

果
、
環
境
負
荷
低
減
効
果

を
正
確
に
反
映
し
た
評
価

方
法
の
確
立
が
必
要
と
主

張
す
る
。「
鉄
鋼
材
料
リ
サ

イ
ク
ル
の
最
大
の
特
徴

は
、
全
て
の
鉄
ス
ク
ラ
ッ

プ
が
新
た
な
鉄
鋼
材
料
に

戻
る
と
い
う
、
完
全
な

『
ク
ロ
ー
ズ
ド
・
ル
ー
プ

・
リ
サ
イ
ク
ル
』で
あ
り
、

そ
の
場
合
、
製
品
が
寿
命

を
全
う
し
た
後
の
ス
ク
ラ

ッ
プ
の
環
境
価
値
を
控
除

し
て
、
そ
れ
を
利
用
す
る

と
き
に
再
配
分
す
る
考
え

方
が
合
理
的
で
あ
る
」
と

し
、
自
動
車
メ
ー
カ
ー
や

家
電
メ
ー
カ
ー
等
の
需
要

家
に
対
し
て
、
製
品
廃
棄

後
の
素
材
リ
サ
イ
ク
ル
効

果
を
反
映
し
た
素
材
の
環

境
負
荷
の
考
え
方
へ
の
理

解
を
求
め
る
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
こ
れ
は
高

炉
メ
ー
カ
ー
だ
け
の
考
え

方
で
は
な
く
、
米
国
電
炉

メ
ー
カ
ー
で
あ
る
ニ
ュ
ー

コ
ア
社
も
参
加
す
る
世
界

鉄
鋼
協
会
（
ｗ
ｏ
ｒ
ｌ
ｄ

ｓ
ｔ
ｅ
ｅ
ｌ
）
に
よ
っ
て

確
立
さ
れ
た
Ｌ
Ｃ
Ａ
（
ラ

イ
フ
・
サ
イ
ク
ル
・
ア
セ

ス
メ
ン
ト
）
方
法
論
で
あ

る
。

製製品品廃廃棄棄後後のの

効効果果ににもも着着目目

　
【
Ｌ
Ｃ
Ａ
（
ラ
イ
フ
・
サ

イ
ク
ル
・
ア
セ
ス
メ
ン

ト
）】

　
Ｌ
Ｃ
Ａ
は
、
製
品
や
サ

ー
ビ
ス
に
対
す
る
環
境
影

響
評
価
の
手
法
で
あ
る
。

「
原
料
採
掘
→
原
料
輸
送

→
製
品
製
造
→
製
品
輸
送

→
販
売
→
使
用
→
廃
棄
」

と
、
商
品
の
各
段
階
に
お

け
る
環
境
負
荷
を
明
確
に

し
、
そ
の
改
善
策
を
ス
テ

ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
と
も
に

議
論
・
検
討
す
る
。

　
【
Ｇ
Ｈ
Ｇ
プ
ロ
ト
コ
ル

に
よ
る
温
室
効
果
ガ
ス
算

定
の
問
題
点
】

　
グ
リ
ー
ン
調
達
の
進
展

な
ど
、
企
業
の
環
境
意
識

が
一
段
と
高
ま
る
中
、
日

本
を
は
じ
め
各
国
企
業
の

Ｌ
Ｃ
Ａ
的
な
取
り
組
み
が

活
発
化
し
て
い
る
。近
年
、

Ｇ
Ｈ
Ｇ
プ
ロ
ト
コ
ル
（
ス

コ
ー
プ

3）
を
採
用
す
る

企
業
が
世
界
的
に
増
え

た
。
国
内
高
炉
メ
ー
カ
ー

を
は
じ
め
、
多
く
の
日
本

企
業
も
採
用
し
て
い
る
。

　
Ｇ
Ｈ
Ｇ
プ
ロ
ト
コ
ル
で

は
、
企
業
活
動
に
お
け
る

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
源
を

ス
コ
ー
プ

1―

3に
分
類

し
、
そ
の
各
工
程
で
温
室

効
果
ガ
ス
排
出
量
を
算
定

す
る
。
評
価
主
体
の
企
業

か
ら
直
接
排
出
さ
れ
る
も

の
が
「
ス
コ
ー
プ

1」、購

入
電
力
等
に
よ
る
間
接
排

出
を
「
ス
コ
ー
プ

2」
と

呼
ぶ
。「
地
球
温
暖
化
対
策

の
推
進
に
関
す
る
法
律
」

（
温
対
法
）に
よ
る
企
業
別

排
出
量
や
低
炭
素
社
会
実

行
計
画
に
お
け
る
各
企
業

の
排
出
量
が
こ
れ
に
あ
た

る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、「
ス
コ

ー
プ

3」
で
は
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
以
外
の
原
材
料
調
達

や
サ
ー
ビ
ス
、
製
品
の
出

荷
や
社
会
で
の
利
用
、
製

品
の
廃
棄
な
ど
に
お
け
る

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
を

評
価
す
る
。
原
材
料
の
調

達
な
ど
評
価
主
体
の
入
り

口
ま
で
を
「
上
流
側
」、製

品
出
荷
か
ら
廃
棄
ま
で
を

「
下
流
側
」
と
す
る
。
廃

棄
物
の
リ
サ
イ
ク
ル
や
、

製
品
廃
棄
後
の
素
材
リ
サ

イ
ク
ル
は
考
慮
さ
れ
な

い
。

　
鉄
鋼
の
ケ
ー
ス
で
は
、

製
鉄
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る

排
出
量
を「
ス
コ
ー
プ

1」

と
「
ス
コ
ー
プ

2」
で
算

定
し
て
鉄
鉱
石
や
石
炭
の

採
掘
や
輸
送
に
係
る
環
境

負
荷
を
、
ま
た
「
ス
コ
ー

プ

3」
の
上
流
側
、
下
流

側
に
は
鋼
材
需
要
家
以
降

の
環
境
負
荷
に
な
る
。
た

だ
、「
ス
コ
ー
プ

3」で
は
、

製
品
廃
棄
後
の
素
材
リ
サ

イ
ク
ル
は
評
価
さ
れ
な
い

た
め
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
の
環

境
価
値
は
ゼ
ロ
。
ス
ク
ラ

ッ
プ
を
回
収
し
て
転
炉
や

電
炉
で
再
利
用
し
て
も
、

ま
た
有
効
利
用
さ
れ
ず
に

廃
棄
さ
れ
て
も
そ
の
評
価

は
変
わ
ら
な
い
。

　
一
方
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
の

環
境
価
値
が
ゼ
ロ
で
あ
る

た
め
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
を
主

鉄
源
と
す
る
電
炉
鋼
材
の

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量

（
鉄
鋼
需
要
家
に
と
っ
て

の
「
ス
コ
ー
プ

3上
流

側
」）は

転
炉
鋼
材
よ
り
も

低
く
評
価
さ
れ
て
し
ま

う
。
そ
の
結
果
、
鉄
鋼
需

要
家
の
「
ス
コ
ー
プ

3上

流
側
」
の
温
室
効
果
ガ
ス

排
出
量
を
下
げ
よ
う
と
す

れ
ば
、
転
炉
鋼
材
を
電
炉

鋼
材
に
置
き
換
え
れ
ば
い

い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

ス
ク
ラ
ッ
プ
が
廃
棄
物
と

し
て
無
駄
に
な
っ
て
い
る

の
で
あ
れ
ば
こ
の
考
え
方

は
有
効
だ
が
、
ス
ク
ラ
ッ

プ
の
発
生
が
有
限
で
鉄
鋼

資
源
と
し
て
全
て
リ
サ
イ

ク
ル
さ
れ
て
い
る
場
合
、

転
炉
鋼
材
と
電
炉
鋼
材
の

入
れ
替
え
が
起
こ
る
だ
け

で
、
環
境
負
荷
を
上
昇
さ

せ
か
ね
な
い
。ま
た
、リ
サ

イ
ク
ル
が
困
難
な
繊
維
強

化
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
（
Ｆ
Ｒ

Ｐ
）
な
ど
他
素
材
と
の
比

較
に
お
い
て
も
、
鉄
鋼
材

料
の
リ
サ
イ
ク
ル
性
の
高

さ
を
正
し
く
評
価
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
な
ど
の
問

題
点
が
発
生
し
て
し
ま

う
。

　
工
業
製
品
と
し
て
、
廃

棄
後
の
素
材
リ
サ
イ
ク
ル

効
果
を
考
慮
し
た
評
価
は

必
要
不
可
欠
で
あ
り
、「
Ｇ

Ｈ
Ｇ
プ
ロ
ト
コ
ル
」
で
は

こ
の
実
現
が
難
し
い
こ
と

か
ら
、
世
界
鉄
鋼
協
会
が

す
で
に
構
築
し
て
い
る
リ

サ
イ
ク
ル
を
反
映
し
た
Ｌ

Ｃ
Ａ
方
法
論
が
再
び
注
目

を
集
め
て
き
て
い
る
。

　
【
世
界
鉄
鋼
協
会
―
Ｌ

Ｃ
Ａ
方
法
論
に
注
目
】

　
世
界
鉄
鋼
協
会
の
Ｌ
Ｃ

Ａ
方
法
論
で
は
高
炉
法
と

電
炉
法
で
区
別
せ
ず
、
鋼

材
循
環
シ
ス
テ
ム
全
体
で

鉄
鋼
製
品
の
環
境
負
荷
を

評
価
す
る
。
自
動
車
な
ど

の
工
業
製
品
が
寿
命
を
終

え
た
後
も
ス
ク
ラ
ッ
プ
は

環
境
価
値
、
す
な
わ
ち
ス

ク
ラ
ッ
プ
を
利
用
す
る
こ

と
に
よ
る
天
然
資
源
消
費

量
削
減
効
果
や
環
境
負
荷

低
減
効
果
を
有
す
る
。
鋼

材
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
リ
サ
イ

ク
ル
効
果
を
織
り
込
ん
だ

環
境
負
荷
「
Ｌ
Ｃ
Ｉ
ｗ
ｉ

ｔ
ｈ
Ｅ
ｏ
Ｌ
」（
Ｅ
ｏ
Ｌ
＝

エ
ン
ド
オ
ブ
ラ
イ
フ
リ
サ

イ
ク
リ
ン
グ
の
略
）
は
、

各
プ
ロ
セ
ス
の
環
境
負
荷

に
加
え
、
鋼
材
が
ス
ク
ラ

ッ
プ
と
し
て
回
収
さ
れ
る

時
に
環
境
価
値
分
の
控
除

と
、
原
料
と
し
て
製
鉄
プ

ロ
セ
ス
で
利
用
さ
れ
る
際

に
再
配
分
の
合
算
に
よ
っ

て
計
算
で
き
る
。

　
例
え
ば
、
外
部
ス
ク
ラ

ッ
プ
を
利
用
し
な
い
場
合

の
高
炉
―
転
炉
法
に
よ
る

環
境
負
荷
を
鋼
材

1㌧
当

た
り

2・

4二
酸
化
炭
素

㌧
、
ま
た
ス
ク
ラ
ッ
プ

1

0

0％
利
用
の
電
炉
法
に

よ
る
環
境
負
荷
を
同

0・

6二
酸
化
炭
素
㌧
と
し
、

電
炉
歩
留
を

90％
と
す
る

と
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
の
環
境

価
値
は
ス
ク
ラ
ッ
プ

1㌧

当
た
り

1・

62二
酸
化
炭

素
㌧
と
な
る
。
ス
ク
ラ
ッ

プ
回
収
率
を

90％
と
し
た

場
合
、「
Ｌ
Ｃ
Ｉ
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ

Ｅ
ｏ
Ｌ
」
は
転
炉
鋼
材
も

電
炉
鋼
材
も

0・

9

4

2

二
酸
化
炭
素
㌧
と
、
同
じ

に
な
る
。

　
こ
の
世
界
鉄
鋼
協
会
Ｌ

Ｃ
Ａ
方
法
論
を
適
用
す
る

と
、
リ
サ
イ
ク
ル
率
の
高

い
素
材
の
環
境
負
荷
は
低

い
と
評
価
さ

れ
る
た
め
、

リ
サ
イ
ク
ル

ル
ー
ト
が
確

立
し
、
廃
棄

物
と
異
な

り
、
有
価
で

取
引
さ
れ
る

鉄
鋼
素
材

は
、
他
素
材

に
対
し
て
優

位
に
な
る
。

海
外
に
比
べ

て
圧
倒
的
に

高
い
ス
ク
ラ

ッ
プ
リ
サ
イ
ク
ル
率
を
誇

る
日
本
鉄
鋼
業
や
、
日
本

鉄
鋼
製
品
を
利
用
す
る
需

要
家
の
評
価
も
有
利
と
な

る
。

　「
Ｇ
Ｈ
Ｇ
プ
ロ
ト
コ
ル
」

が
デ
フ
ァ
ク
ト
化
し
て
い

る
中
、
世
界
鉄
鋼
協
会
が

主
張
す
る
ス
ク
ラ
ッ
プ
の

リ
サ
イ
ク
ル
効
果
を
含
む

方
法
論
を
ど
の
よ
う
に
一

般
に
受
け
入
れ
て
も
ら
う

か
が
課
題
に
な
る
。

　【
Ｉ
Ｓ
Ｏ
化
に
向
け
て
】

　
日
本
鉄
鋼
連
盟
は
、
鉄

鋼
の
Ｌ
Ｃ
Ａ
方
法
論
の
Ｉ

Ｓ
Ｏ
規
格
化
を
目
指
す
こ

と
を
、
世
界
鉄
鋼
協
会
Ｌ

Ｃ
Ａ
専
門
家
会
議
に
提
案

し
た
。
す
で
に
Ｉ
Ｓ
Ｏ
素

案
は
事
業
受
託
先
で
あ
る

日
鉄
住
金
総
研
で
作
成
さ

れ
、
世
界
鉄
鋼
協
会
の
事

務
局
を
通
じ
て
Ｌ
Ｃ
Ａ
専

門
家
会
議
メ
ン
バ
ー
に
送

付
さ
れ
て
い
る
。
Ｌ
Ｃ
Ａ

専
門
家
会
議
メ
ン
バ
ー
の

合
意
が
得
ら
れ
れ
ば
、

16

年
度
の
早
い
段
階
に
も
Ｉ

Ｓ
Ｏ
に
対
し
て
正
式
な
提

案
を
行
い
、
早
期
の
規
格

成
立
を
図
る
考
え
だ
。

　
鉄
鋼
各
社
は
自
動
車
メ

ー
カ
ー
や
家
電
メ
ー
カ
ー

な
ど
の
需
要
家
に
対
し

て
、
適
正
な
Ｌ
Ｃ
Ａ
方
法

論
へ
の
理
解
を
求
め
て
お

り
、
小
野
主
査
は
「
鉄
鋼

の
方
法
論
は
理
解
し
て
も

ら
え
る
が
、
Ｇ
Ｈ
Ｇ
プ
ロ

ト
コ
ル
が
デ
フ
ァ
ク
ト
化

さ
れ
て
い
る
中
で
、
実
際

の
評
価
に
反
映
し
て
い
た

だ
く
の
は
難
し
い
。
需
要

家
に
鉄
鋼
の
方
法
論
を
採

用
し
て
も
ら
う
た
め
に

は
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
化
に
よ
る
社

会
へ
の
浸
透
が
必
要
だ
」

と
の
認
識
を
明
ら
か
に
す

る
。

　
地
球
環
境
保
全
の
意
識

が
先
進
国
だ
け
で
な
く
、

新
興
国
に
波
及
し
つ
つ
あ

る
中
、
世
界
鉄
鋼
業
は
高

炉
―
転
炉
法
、
電
炉
法
を

含
め
た
鉄
鋼
業
全
体
の
視

点
に
立
ち
、
鉄
鋼
製
品
が

持
つ
リ
サ
イ
ク
ル
優
位
性

を
正
当
に
評
価
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
時
期
に
来
て

い
る
。
　（

濱
坂

浩
司

）

松本ESテック株式会社

電磁鋼帯加工
高性能設備
高度技術で応える超精密モーター部品

代表取締役社長　松　本　晴　代

本社・幕張工場

白 井 工 場

鶴 岡 工 場

〒262-0032

〒270-1407

〒997-0011

電話　043（273）7174㈹

電話　043（497）1975

電話　0235（25）2031

FAX　043（273）7171

FAX　047（497）1978

FAX　0235（25）2032

千葉市花見川区幕張町2丁目7714番地

千葉市白井市名内1番35号　白井第2工業団地

鶴岡市宝田3丁目10番41号　鶴岡東工業団地

船 舶・石 化用
圧 力 配 管 用
高 温・高 圧用
ボイラ・低温用

舶用ディーゼルエンジン燃料噴射管

〒144-0032　東京都大田区北糀谷2丁目10番20号
T E L（ 0 3 ）3 7 4 2 － 0 1 6 1 番（ 代 表 ）
h t t p : / / w w w . h a n e d a - p i p e . c o . j p
大連羽田鋼管有限公司
h t t p : / / w w w . d a l i a n h a n e d a . c o m

南宅鋼管株式会社
Tel.047-351-8883　Fax.047-351-8885
h t t p : / / w w w . n a n t a k u - k o k a n . n e t

３次元加工 特殊パイプ

母材プランニング、切断販売、プラズマ加工、各種機械加工

プラズマ３次元加工
加工径：φ34～φ1016
加工長：　～ 13000㎜

STPT370,410,480
STPA12,22,23,24,25
STPL380
ASTM/ASME 53B,106B 他

中村鋼材株式会社
検索検索スーパー鉄人

Happy New Year 迎　　　春

　
2

0

1

3年
度
に
お
け
る
日
本
の
粗
鋼
生
産
量

1億

1

1

5

0万
㌧

に
対
し
て
、
国
内
の
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
総
発
生
量
は

5

0

5

4万
㌧
（
鉄
鋼

メ
ー
カ
ー
内
発
生
、新
断
、老
廃
）。こ

の
う
ち
、
転
炉（
高
炉
）向
け
が
前
年

度
比

15・
4％

増
の

1

0

9

2万

7

0

0

0㌧
、
電
炉
（
特
殊
鋼
、
普
通

鋼
）
向
け
は
同

3・
9％

増
の

2

6

6

1万

2

0

0

0㌧
、
輸
出
が

7

2

0万
㌧
。
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
は
国
内
の
鉄
鋼
メ
ー
カ
ー
だ
け
で
な
く
、
海
外

の
鉄
鋼
メ
ー
カ
ー
で
も
利
用
さ
れ
る
重
要
な
リ
サ
イ
ク
ル
資
源
で
あ
る
。

　
近
年
、
そ
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
に
対
す
る
評
価
で
見
解
が
割
れ
て
い
る
。「
転

炉
鋼
材
は
溶
銑
を
主
鉄
源
と
す
る
た
め
、
天
然
資
源
ル
ー
ト
で
あ
り
、
環

境
負
荷
が
高
く
、
電
炉
鋼
材
は
ス
ク
ラ
ッ
プ
を
主
鉄
源
と
す
る
た
め
、
循

環
資
源
ル
ー
ト
で
環
境
負
荷
が
低
い
。
こ
の
た
め
、
転
炉
鋼
材
を
電
炉
鋼

材
に
代
替
す
れ
ば
天
然
資
源
消
費
量
も
、
Ｃ
Ｏ

2排
出
量
も
低
減
で
き
る
」

と
い
う
考
え
方
が
あ
る
。
一
方
、「
転
炉
鋼
材
の
電
炉
鋼
材
で
の
代
替
に
伴

う
、
天
然
資
源
消
費
量
削
減
や
Ｃ
Ｏ

2削
減
効
果
な
ど
は
な
い
。国
内
で
無

理
を
し
て
電
炉
鋼
材
に
シ
フ
ト
す
れ
ば
、
そ
れ
は
逆
に
環
境
負
荷
を
悪
化

さ
せ
る
」
と
い
う
見
解
も
あ
る
。
ス
ク
ラ
ッ
プ
の
環
境
価
値
を
正
し
く
認

識
し
、
そ
の
リ
サ
イ
ク
ル
性
を
適
正
に
判
断
し
な
け
れ
ば
鉄
鋼
需
要
家
の

調
達
行
動
に
影
響
を
及
ぼ
し
か
ね
な
い
。

転
炉・電

炉「
一

つのプロセス
」

「
Ｇ

Ｈ
Ｇ

」の
盲

点
に

光

早期ＩＳＯ化で

社会浸透目指す

―
 

未
来
力
で
好
機
を
つ
か
め ―

新年特集

新
時
代
に
挑
む

新
時
代
に
挑
む

―スクラップ環境価値、適正な判断を―　　

注目再び、LCA方法論

スクラップは環境価値を持ち、回収時価値分が控除され、使用時に再分配される

データ出典：日本鉄鋼連盟、日本鉄源協会、日本自動車工業会、
貿易統計、自動車リサイクル促進センター


